
優勝おめでとう

強烈なスマッシュを打つ木原選手（奥）

　世界ジュニア卓球選手権大会に出場
する男女日本代表の選手選考会が、総
合体育館で開催。３日間におよぶリー
グ戦と決勝トーナメントを制し、男
子は田中佑汰選手（愛知工業大名電高
校）、女子は木原美悠選手（ＪＯＣエリ
ートアカデミー）が日本代表に内定し
ました。

男女各12人が
日本代表をかけて激突

まちで見た、聞いた出来事を届けます

　いいおかふれあいスポーツ公園で
「復興祈願 第23回飯岡しおさいカッ
プ」が開催。小学校低学年と高学年の
部にそれぞれ13チームが出場し、競
い合いました。
　高学年の部はFCあさひが３位、飯
岡FCが４位、低学年の部は飯岡FCが
４位と健闘しました。

優勝を目指して市内外
サッカーチームが熱戦

９月
10日

鶴巻保育園児が元気に祝福（海上公民館）

　お年寄りの皆さんの健康と長寿を祝
う旭市敬老大会が、東総文化会館、海
上公民館、いいおかユートピアセンター
の各会場で開催されました。会場では、
旭市観光大使の桂竹千代さんの落語
や、保育所・幼稚園の子どもたちの遊
戯などのほか、文化協会の歌謡や舞踊
などの芸能発表が披露されました。

いつまでもお元気で
笑顔でいてね

９月
18日

ボールを奪おうと競り合う選手たち

発想力豊かな作品に触れる来場者

科学に興味や関心を
第13回旭市児童生徒科学作品展

　夏休みに取り組んだ論文や工作などを集めた市内小中
学生の作品展が、９月９日に海上公民館で開催されまし
た。特別賞受賞の中から10作品が県展に出品されます。
県展出品者は次のとおり（敬称略）。
工作／菅谷梨々花（中和小・４年）、新居瑠偉（海上中・
１年）、川口遥

はる

磨
ま

（豊畑小・２年）、宇野澤媛
え

舞
ま

（琴田小・
１年）、石見翼（鶴巻小・３年）　
論文／川口璃

り

音
おん

（中央小・１年）、宇井凜
り

桜
お

（豊畑小・４
年）、渡辺悠

はるか

楓（干潟小・６年）、矢作早
さ

羅
ら

（ニ中・１年）、
山﨑美穂（ニ中・２年）

　昭和23年に香取郡飯高村立飯高中学校に奉職して以
来、旭市立共和小学校長で退職されるまでの38年余り
にわたり、指導者として児童生徒に深い愛情を注ぎ、学
校経営においても、授業力の向上を中心として後任の育
成に尽力されました。退職後は海上町教育委員会教育長
として、学校教育や社会教育など教育行政の振興・発展
に貢献されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章

（教育功労）
石槗裕さん　88歳（後草）

９月
15〜17日

拍手

喝采
はくしゅ

かっさい

共に戦ったボードと一緒に

【サーフィン】
大会名：NSA 第52回
　　　　全日本サーフィン
　　　　選手権大会2017
　　　　キッズクラス　優勝
場　所：静岡県磐田市
期　日：８月22日〜27日

渡邉壱
いっ

孔
こう

さん（飯岡小・５年）
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大規模災害から命を守れ
旭市総合防災訓練

①②

参加者の質問に笑顔で答える宮﨑監督

　卓球日本代表総監督である宮﨑義仁
氏の講演会が、旭市総合体育館で開
催。宮﨑監督は世界で活躍する張本智
和選手や平野美宇選手らを育てた経験
から、その指導方法や夢を持つことの
大切さなどを話しました。講演後市内
の卓球選手から質問を受けると、笑顔
で丁寧に答えていました。

意思あるところに
道は開ける

９月
３日

活発な議論が行われる（飯岡会場） 昔ながらの農村文化を体験

　電車やバス、タクシーなどの地域公
共交通について話し合う、地域別意見
交換会が市内４会場で開催されました。
参加者からは足の不自由な高齢者への
対策や、コミュニティバスのルート効
率化などについて意見がありました。
これらの意見は今年度策定する地域公
共交通網形成計画に反映されます。

　農業体験を通じて都市との交流を図
ろうと、毎年開催されている米作り交
流事業。この稲刈り体験が大原幽学ゆ
かりの水田で行われました。稲刈りの
前に、刈り取った稲を束ねる縄を編む
体験をした参加者は「１本編むのもす
ごく大変。昔の人は凄いですね」など
と話していました。

昔の人ってすごい！
幽学の里で米作り体験

９月
３日

　地震や津波などの大規模災害を想定して９月３日、海上中で総合防災
訓練が実施されました。この日訓練に参加した住民や関係者2,265人は、
自衛隊と消防が連携した人命救助、住民が参加しての土のう積みや初期
消火訓練、Jアラート（全国瞬時警報システム）による国民保護のサイレン
音の紹介や避難の説明など、非常時を想定したさまざまな訓練を行いま
した。海岸沿線地区では津波避難訓練も実施され、大津波襲来に備え避
難場所へと向かう参加者たちの姿がありました。

見
あさひ

けん
ぶん

ろく
録

①非常時は自衛隊と消防の連携も重要　②消火器で上手に消せるかな
③土のう積みに挑戦③

将来に向け
地域公共交通を話し合う

９月
9・10日
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